















































































いて考えてみることにしよう。叙述・疑問の場合 (fi3.1) 、意志の場合(fi 3. 2) 、行為
指示(命令・依頼・勧誘など)の場合 (fi3.3) に分けて考える。
3.1. 叙述・疑問
3. 1. 1. ハの基本義
まず、次の文を見てみよう。
(24) ありや、いつの問にか桜散ッタハー






















































といった単純な疑問文と比べると、 (38) では雪が降っていないことを、 (39) ではあの人が
まだ行っていないことを、話し手が期待していることを、明示している。
(42) あしたは 3 日ガハー
(43) あした帰ンノガハー (=(8))
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